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公益財団法人国際エメックスセンターでは、第 13 回
世界閉鎖性海域環境保全会議（エメックス 13 会議）を
イギリスに拠点を置く河口域・沿岸科学学会（ECSA）
との共催により、EMECS13 － ECSA58 ジョイント会
議として、2020 年 9 月 7 日から 11 日にかけてイギリス
のキングストン・アポン・ハルにて開催いたします。

昨今の地球温暖化による気候変動、そして人口の増加
や都市の巨大化、開発、社会経済の大きな変化などの人
間活動の拡大による人為的負荷は、水質汚染や海洋酸性
化、海洋プラスチックごみ問題など様々な課題やリスク
を生じさせ、流域や河口域、沿岸域の生態系を含む環境
に大きな影響を及ぼしています。

今回のエメックス会議は『人類の時代における河口域
および沿岸域　～構造、機能、サービス、管理～』をテー
マとして、世界の沿岸域・河口域の環境保全への取り組
みや知見を共有し、今後の環境管理の方向性を探り、向
上させる場にしていきます。

研究者、沿岸域管理・計画関係者、政策担当者、行政
関係者、資源開発や環境保護活動に携わる方々など、皆
様のご参加をお待ちしています。

1．主催
（公財）国際エメックスセンター（EMECS）
河口域・沿岸科学学会（ECSA）

2．開催期間・会場
期間：2020 年９月７日（月）～ 11 日（金）（５日間）
会場：ハル大学（イギリス　キングストン・アポン・ハル）

3．会議トピックス
・物理的、科学的、生態学的構造と機能
・モデリングの妥当性と変化の予測
・資源（スペース、エネルギー、水等）の損失の影響
・生息地と生態系の損失と利益
・生息環境と個体群の回復、再生、創造
・河口域と半閉鎖性海域の都市化と工業化
・生態系サービス、ソーシャルグッドと利益
・ガバナンスと適応した管理 - ローカルからグローバルへ
・効果的な持続可能な管理への総合的アプローチ
・その他

4．プログラム
基調講演、会議トピックスに関連した分科会、特別セッ

ション（エメックス特別セッション「統合的沿岸域管理
と里海」「海洋プラスチックごみ」他）、ポスターセッショ
ン、青少年環境教育交流（SSP）セッション等で構成され、
最終日には環境関連場所へのフィールドトリップを行い
ます。
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開催期間：2020 年 9 月 7 日（月）～ 11 日（金）
開催場所：イギリス　キングストン・アポン・ハル　ハル大学
主　　催：公益財団法人国際エメックスセンター（EMECS）
　　　　　河口域・沿岸科学学会（ECSA）
会議公式ウェブサイト：http://www.estuarinecoastalconference.com/（英語）

開会式会場（ハル大学内） ハル大学
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5．青少年環境教育交流（SSP）セッション
高校生および大学生を対象とした青少年環境教育

交 流 セ ッ シ ョ ン（Students & Schools　Partnership 
Session） を開催します。セッションでは口頭発表やポ
スター発表を行う他、様々な国から参加する学生達と交
流をはかります。

6．会議スペシャルジャーナル
会議後、Elsevier 社発行の学術誌「Estuarine Coastal  

& Shelf Science」 お よ び「Ocean & Coastal Manage-
ment」の特別号を発行する予定です。ポスターまたは口
頭発表をされる方だけではなく会議に参加されない方の
投稿も受け付けます。詳しくは会議開催が近くなりまし
たら会議ウェブサイトにてお知らせします。

7．会議公式言語
会議は英語で行われます。

8．エメックス会議参加ツアー
国際エメックスセンターでは、会議に参加される研究

者や環境関連団体、企業等の皆様の利便のため、会議
参加ツアーを実施する予定です。詳しくは 4 月以降に
国際エメックスセンターウェブサイト（https://www.
emecs.or.jp）にてお知らせします。

＜エメックス会議ツアー日程（予定）＞
日　付 都市名 行　程

1 9/4
（金） 日本発 深夜発

2 9/5
（土） ハル

乗り継ぎ
マンチェスター空港着後、専用車に
てハル市内へ

3 9/6
（日） ハル

自由行動
※オプショナルツアーあり（有料）
夜：エメックスナイト（有料）

4 9/7
（月） ハル

エメックス会議（1日目）
・参加登録
・開会式、分科会

5 9/8
（火） ハル エメックス会議（2日目）

・分科会、特別セッション等

6 9/9
（水） ハル エメックス会議（3日目）

・分科会、特別セッション等

7 9/10
（木） ハル エメックス会議（4日目）

・分科会、特別セッション、閉会式

8 9/11
（金） ハル近郊 エメックス会議（5日目）

・フィールドトリップ（有料）

9 9/12
（土）

専用車でマンチェスター空港へ。
マンチェスター空港発

10 9/13
（日） 日本着 乗り継ぎ

日本着後、解散

※宿泊ホテル～会場は専用バスで往復します。

旅行企画・実施：東武トップツアーズ株式会社

9．開催地キングストン・アポン・ハルについて
ハル市（正式名称：キングストン・アポン・ハル、

Kingston upon Hull）は、イギリス・イングランド東海
岸に位置する港湾都市で、イースト・ライディング・オブ・
ヨークシャーに属する市です。北海から内陸に約 40km
の場所にある同市はハンバー川河口に面しており、人口
は約 26 万人です。

会議の会場となるハル大学（University of Hull）は
1927 年に創立され、現在は約 100 ヶ国から来た 16,000
人を超える学生が学んでいます。

10．会議参加登録料
支払い期限 登録料

一　般

2020 年 6 月 22 日までに
登録・支払 624 英ポンド

2020 年 6 月 23 日以降に
登録・支払 744 英ポンド

学　生 300 英ポンド

⑴ 　河口域・沿岸科学学会（ECSA）メンバーの方は割
引価格が適用されます。

⑵ 　参加登録料のお支払い方法、登録料に含まれる内容
等の詳細な情報は会議公式ウェブサイトでご確認願い
ます。

11．EMECS13 会議公式ウェブサイト
会議に関する詳細な情報は、会議公式ウェブサイト（英

語のみ）をご覧ください。
http://www.estuarinecoastalconference.com/

ハル市街 北海沿岸

ハル大学



「沿岸域の生物多様性と環境修復」
～新たな課題と最新のモニタリング手法～

（公財）国際エメックスセンター、アジア太平洋地球変動研究ネットワーク〈APN〉、神戸大学内海域環境教育研究センター共催セミナー

開催報告
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2020 年２月 22 日（土）に神戸大学　瀧川記念学術交
流会館で国際エメックスセンター、アジア太平洋地球変
動研究ネットワーク〈APN〉、神戸大学内海域環境教育
研究センターの共催によるセミナー「沿岸域の生物多様
性と環境修復」～新たな課題と最新のモニタリング手法
～ を開催しました。３者が連携して企画・実施する初
めてのセミナーで、海洋環境問題について広く考える機
会を創出し、若手研究者のネットワーク構築、育成支援
を図ることを目的として開催しました。

セッション１では、沿岸域における生態系の現状とそ
の変化についてお話しいただき、セッション２では、最
近、一般的にも知られつつある海洋プラスチックと栄養
塩の問題についてお話しいただきました。その後のパネ
ルディスカッションでは、講師の先生方のほか、尼崎小
田高校の生徒さん、神戸大学大学院の学生さんにも加
わっていただき、熱心な議論や質疑応答が行われました。

今回のセミナーは、若い世代から多く参加していただ
けるようなものにしたいとの思いから、高校、大学への
広報を強化した結果、中・高校生、大学生や大学院生を
含む若い世代からも多く参加いただきました。若手研究
者の研究発表の機会提供やネットワーク構築の場とし
て、さらに国際エメックスセンターの活動について参加
者の方々に広く知っていただく良い機会となりました。

【セミナー概要】

■開催日時
 2020 年２月 22 日（土）　13 時 00 分～ 17 時 00 分

■開催場所
神戸大学　瀧川記念学術交流会館

■講演内容
 セッション１： 生物多様性～気候変動による海洋生物

への影響～
座 長
川井　浩史　教授 （神戸大学内海域環境教育研究センター）

講 師
Dr. Thomas Therriault （カナダ水産海洋局）

源　　利文　博士 （神戸大学大学院 人間発達環境学研究科）

佐藤　拓哉　博士 （神戸大学大学院 理学研究科）

セッション２： 健全で豊かな海洋と沿岸域を目指して
～マイクロプラスチック問題と沿岸域
の環境修復技術～

座 長
岡村　秀雄　教授 （神戸大学内海域環境教育研究センター）

講 師
Prof. Kevin Thomas （オーストラリア クイーンズランド大学）

田中　周平　博士 （京都大学大学院 地球環境学堂）

浅岡　　聡　博士 （神戸大学内海域環境教育研究センター）

パネルディスカッション
セッション１、２の各講師に加えて、尼崎小田高校
の生徒２名、神戸大学大学院生１名もパネラーとし
て参加

■主　催
公益財団法人 国際エメックスセンター
アジア太平洋地球変動研究ネットワーク〈APN〉
神戸大学内海域環境教育研究センター

■参加者　81 名　



『里海カンファレンス in 恩納村 2019』開催報告
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「里海の価値の協創」と「沖縄の地域特性を活かした
里海づくり」をテーマとした『里海カンファレンス in 
恩納村 2019』 “沖縄の里海から”～世界一サンゴにや
さしい海を目指して～”が 2019 年 12 月７日（土）、沖
縄科学技術大学院大学（OIST）にて開催されました。
当センターの理事で九州大学の柳哲雄名誉教授が“里
海 Satoumi”という概念を提唱してから 20 年を迎え、
2018 年４ 月に「サンゴの村宣言」を発布し、漁協・加
工業者・生協・自治体・地域住民が協働して里海づくり
を実践している沖縄県恩納村での開催となりました。当
日は、大荒れのお天気にもかかわらず、約 180 名の方々
に参加いただきました。

開催にあたり、長浜恩納村長から歓迎のことば、続い
て当センターの副理事長で NPO 里海づくり研究会議の
松田治理事長による開会の挨拶で始まりました。朝９時
半から夕方６時までの長丁場でしたが、３つの基調講演
とそれぞれの視点から７つの事例報告が第１部－第２部
に分かれて行われ、
その後のパネルディ
スカッションでも活
発な発言があり、大
変有意義なシンポジ
ウムになりました。

第１部「海洋教育としての“里
海づくり”を考える」では、４
つの事例が報告されました。な
かでも沖縄科学技術大学院大
学（OIST）の学生２人、トー
マス真紀 （Maki Thomas）さん
と Otis Brunner（ブラナー オ
テ ィ ス ） さ ん が 所 属 し て い
る ECO club（ECO stands 
for Environmentally Consci-
ous OISTers.） と University 
Marine Initiative（海 UMI）の

“OIST による環境学習—地域
参加による科学アウトリーチ活
動—”の発表は、とても具体的
で大学という組織の中で若者たちが真摯にこれからの環
境のあり方に取り組む姿勢を知り、会場にいる人達もこ
れからの若い世代をとても頼もしく感じるような興味深
い発表でした。

第２部「沖縄の里海から協創のあるべき姿を考える」
では、恩納村漁業協同組合においての取り組みについて、
また「里海学のすすめ 人と海との新たな関わり」の筆
頭編者でもある鹿熊 信一郎先生から「沖縄県における
里海づくりの歴史・現状・課題」について、発表いただ
きました。総括として長浜恩納村村長にお話しいただき、
2020 年の次期開催地、宮城県南三陸町の（一社） サスティ
ナビリティセンター代表
理事 太齋彰浩さんから
次期開催についてご案内
があり、次回の開催も今
から楽しみです。最後に
当センターの専務理事 
春名克彦の閉会あいさつ
をもって大変盛況のうち
に閉会しました。
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松田　治  国際エメックスセンター副理事長
全国日本学士会 “アカデミア賞” を受賞

国際エメックスセンターの松田治副理事長が「里海」
論に基づく地方創生並びに持続的循環型社会の実現に寄
与した数々の功績に対し全国日本学士会“アカデミア賞”
を受賞。2020 年 2 月 7 日都ホテル京都八条 陽明殿 にお
いて授賞式典と記念講演会が開催されました。

全国日本学士会の授賞対象として「松田治氏は、瀬
戸内海の物質循環や環境保全に関する研究を展開して、
地元主導で‘豊かな海’を地域に実現する里海の概念
と里海づくりの実践活動を日本国内で推進し、地域振
興や持続的循環型社会の形成に寄与するとともに、里
海をSatoumi として国際展開を図り、日本の伝統的文
化を端緒にする新たな沿岸域管理手法を国際的に広め
るなど、数々の功績がある」とあります。なかでも里
海づくりの国際展開としては、「世界各地でSatoumi に
関する講演やセミナーを精力的に続けているが、この
活動には、現在、氏が副理事長を務める（公財）国際
エメックスセンター（EMECS）の果たした役割も大き

い。EMECS（Environmental Management of Enclosed 
Coastal Seas） は世界の閉鎖性沿岸海域の環境管理の推
進やネットワークづくりを進め、Satoumi の国際展開に
も力を入れている。およそ 2 年に 1 回世界各地で開かれ
る EMECS 会議では、度々Satoumi に関するセッショ
ンが開催され、この場でも、氏はSatoumi に関する重
要な発表を長年続けてきた。さらに、氏は、ECSA、
MEDCOAST、PEMSEA、UNEP、World BOSAI 
Forum、JICA などによる国際会議においてもSatoumi
に関する多くの発信を行った。近年では、多くの国際会
議でSatoumi に関するテーマが頻繁に取り上げられて
いる」と紹介されました。

さらに、「JICA と EMECS が共同で実施した若手外
国人向けの“沿岸海域の環境管理”に関する特別研修コー
スでは、氏が長年コース・リーダーを務め、瀬戸内海を
中心にした沿岸域の環境管理手法とともにSatoumi に
ついても幅広い研修を進めて、多くの国際的な人材の育
成に努めた。海外におけるSatoumi の実践活動としては、
タイにおいてマンブローブ林を利用した物質循環型の魚
類養殖を推進したのみならず、メキシコのラパス湾周辺
でも漁民や地域住民と連携したメキシコ版の里海づくり
を進めている」と当センターの活動についても広く評価
されました。

Facebookのページ開設のお知らせ

昨年 11 月より、国際エメックスセンターの Facebook ページを開設しました。Facebook のページ
では、ホームページに比べより頻繁に情報を発信できるようになりました。

今後は、見てくださる方にとって、おもしろく、価値ある情報を届けられるよう工夫していきたいと
考えています。

まだご覧いただいていない方は、右のQRコード▷あるいは、下記のURL▽にアクセスしていただき、
「いいね」や「フォロー」お願いします。

 https://www.facebook.com/emecs1990/
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山本　康人　研究員

この度、国際エメックスセンターにて研究員として働くことになりました山本です。
①　出身地：和歌山県紀美野町　山深い田舎町ですが、魅力はなんといっても星がきれいに
みえるところです。　②　出身高校：智辯学園和歌山高校　野球部が強くて、有名な智辯和
歌山高校ですが、残念ながら、私は野球部員ではありません。とはいえ、母校が甲子園に出
場するたびに、甲子園への応援に行っていました。最も印象に残っているのは、私が高校 3
年時に甲子園に行った際に、現在女優をされている相武紗季さん（当時、甲子園の応援女子
高生としてきていた）を間近で見たことです。　③　出身大学：北海道大学理学部→北海道
大学環境科学院　学部生の時は、理学部で、地球科学を専攻し、海洋、大気、地質などを学
びました。また、学生寮の自治会活動に多くの時間を割いていました。大学が休みの期間は、国内（主に北海道）や、
東南アジア地域に旅に出かけていました。修士課程では、別府湾の堆積物と、九重山系の土壌から、バクテリア、アー
キアのバイオマーカーを用いて、過去の環境変動を復元するというテーマで研究をしました。　④　前職：メーカー
の技術職　栃木県にある某塗料メーカーの工場で、7 年ほど勤務しました。主に、鉄構造物の防食用塗料に携わり、ユー
ザーの要望により、塗料の開発・改良をおこなっていました。　⑤　エメックスセンターの抱負　自然科学に関連し
た仕事に携わろうと思い、エメックスセンターで働くことにしました。エメックスの研究員は、自分の裁量が大きい
と思われるので、自分で動いて、考えてという循環をつくって、今後仕事をしていきたいと考えています。　⑥　興
味があること　ビックヒストリーというか歴史的なものに昔から興味があります。大学時代に昔の気候変動とかを学
んでいたのも、そういった理由からです。また、歴史小説なんかも好きで、司馬遼太郎の本はほぼ読みました。好き
な本は「新選組血風録」です。　⑦　最近の趣味　昔から散歩することを習慣にしていたのですが、今住んでいる神
戸市は、歩くのに手頃な山が多くて嬉しいです。また、海が近いので、近年行けていなかった海釣りに、暖かくなっ
たら行きたいなと考えています。
　　　　　　

仲山　由紀子　研究員

この度、研究員として国際エメックスセンターのメンバー入りいたしました。現在、海
外の沿岸域管理プログラムおよび、海洋の科学技術・政策の国際動向の調査研究に携わって
おります。

神戸出身で、大学は慶応ですが、米国留学を経て、早稲田大学ビジネススクールに入学し、
「持続可能な発展論」を履修。国際連合工業開発機関東京投資・技術移転促進事務所（UNIDO 
ITPO Tokyo）にてインターンシップを経験しました。

これまでは、和歌山県唯一のシンクタンクにて、平成 24 年度「地熱資源開発調査
事業費助成金交付事業」（田辺市本宮地域）に携わった後、神戸の国際 NGO にてベ
トナムに駐在し、平成 25 年度無償資金協力「クアンナム省沿岸地域における学校と地域での防災推進事業」
に携わりました。その後、公益財団法人地球環境産業技術研究機構（RITE）にて、気候変動に関する政府
間パネル（IPCC）第 3 作業部会の事務局として「地球温暖化問題を巡る国際動向調査－温暖化抑制に係る
取り組み指針の科学的根拠について－」（平成 27 年度、平成 28 年度）に従事し、IPCC 第 42 回および第 43
回総会に出席しました。

近年の海洋における国際動向としては、2015 年に、「持続可能な開発目標（SDGs）が採択され、「海洋」
に関する目標（SDG14）が 17 のゴールの一つとして掲げられました。また、COP21 における「パリ協定」
は、”Because the Ocean”宣言から明らかなように、「海洋」が気候政策、国際交渉において認識されるよ
うになり、ターニングポイントとなりました。さらに、2017 年には、海洋の持続可能性に関する国連初の会
議である国連海洋会議が開催されました。昨年のマドリードにおける COP25 においては、決定文書に初め
て「海洋」の重要性が認識され、今年、海洋と気候変動に関するダイアログが開催されます。また、「持続
可能な開発のための国連海洋科学の 10 年」の来年のキックオフに向けた実施計画が承認される予定です。

このような国際動向下、これまでの経験を活かし、持続可能な沿岸管理および海洋科学・政策の調査研究、
そして、国際エメックスセンターがボランタリーコミットメントしている SDG14 の達成に貢献したいと考
えております。よろしくお願いいたします。 

2019 年 11 月から国際エメックスセンターに
新しく 2 名の研究員が着任しましたのでご紹介します。新任研究員紹介
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世界の河口域・海域生態系の持続可能性評価をどのよ
うにするのか、また、海洋酸性化やマイクロプラスティッ
ク等の新たな課題についての現状と対策を広く紹介する
ため、2019 年７月 17 日（水）に神戸市内のラッセホー
ルにて「持続可能な河口域・海域生態系の評価はどうす
るのか？」をテーマにエメックス国際セミナーを開催し、
約 140 名の方々のご参加をいただきました。

セミナーでは、５つの講演および 2020 年９月にイギ
リス・ハルにて開催する第 13 回エメックス会議の案内
が行われました。

講演１では、「栄養塩濃度の低下が沿岸海域の生態系
に及ぼす影響 －データ解析と現地実験 －」と題し藤原
建紀氏（京都大学名誉教授）に、栄養塩負荷量削減の海
洋生態系・生物生産性に及ぼす影響をデータ解析および
現地飼育実験で調べた結果、貧栄養価すると有機物が難
分解化しデトリタス食物網による栄養転送、再生生産も
減少している過程が初めて指摘されたことについて講演
していただきました。

講演２は「気候変動、海洋ごみなど新たな課題をはじ
めとする持続可能な海洋・沿岸域生態系 に向けての進
捗評価」について、デイヴィッド・ネマジー氏（米国・
メリーランド大学環境科学センター首席補佐官） および
ロバート・サマーズ氏（米国・メリーランド大学環境科
学センター上級科学研究員）に、米国の首都ワシントン
とボルチモアの都市部での「クリーンウォーター法：ご
みの TMDL（総量規制制度）」が世界規模の海洋ごみ問
題等に対しボルチモア市、メリーランド州その他の地方
自治体がその影響を測り、管理および削減するための取
り組みを推進していることを報告していただきました。

講演３は「持続可能な統合的海域管理のためのシステ
ム分析アプローチ」について、マイケル・エリオット氏（英
国・ハル大学教授）が、海洋において成功する持続可能
な管理は、多くの要素が組み合わされることを必要とす
ること、「私たちの行動が生態学的に持続可能、技術的
に実現可能、経済的に実行可能、社会的に望ましい／許
容可能、法的に許可可能」等をはじめとする持続可能な
管理の 10 の原則として表すことができると講演されま
した。

講演４は「中国の河口域のさらなる回復力と持続可能
性への課題」について、陳中原氏（中国・華東師範大学
教授）が、中国では競争が激化する沿岸の魚、貝類や蟹
といった水産養殖から由来すると思われる栄養塩が河口
水域を酸性化させていると思われること、新しく作成さ
れた揚子江（長江）法の草稿がボトムアップ／トップダ
ウン型のアプローチを用いた各種の行政レベルでの公聴
会において議論されており、経済と持続可能な人間社会
との間を調和させようとしていると講演されました。

最後に「持続可能な海洋生態系管理をどのように評価
するのか」についてエリック・ウォランスキー氏（オー
ストラリア・ジェームスクック大学教授）から、河口域
と沿岸域管理における目的は生態系の構造と機能をどの
ように維持し保護するのかと同時に、私たちが社会的利
益を得る生態系サービスを持続的に生み出すためのシス
テムを可能にすることであること、生態水文学とは何か
について説明および管理に関するケーススタディを紹介
していただきました。

どの講演も現代社会における海洋・河口域環境の問題
点や将来に向けてどのように保全や管理をしていくべき
なのかについて考える内容で、有意義なセミナーとなり
ました。

エメックス国際セミナー 開催報告
テーマ：持続可能な河口域・海域生態系の評価はどうするのか？
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PEMSEA パートナーシップ年次会合への参加報告
国際エメックスセンター副理事長　松　田　　　治

国際エメックスセンターが非政府パートナーと
なっている東アジア海域環境管理パートナーシップ

（PEMSEA）が 2019 年 7 月 24 日から 26 日にかけてイ
ンドネシア・スラバヤにて開催したパートナーシップ年
次会合に出席しました。

会合では新役員の選出、PEMSEA 事務局から 2018 年
に開催された EAS コングレス（東アジア海域会議）等
の事業報告や 2020 年以降の将来計画の紹介、次回 EAS
コングレスは 2021 年にカンボジアで開催すること等が
報告された他、各パートナー組織による意見表明や情報
交換等が行われました。新役員として技術セッション共
同議長に当センター科学・政策委員の古川恵太氏（NPO
法人海辺つくり研究会理事長、海洋政策研究所特別研究
員）が選出されたことにより、当センターと PEMSEA
の今後の連携強化が期待されます。

また、各パートナー組織からそれぞれの活動報告や紹
介等が行われ、私はパワーポイント「Brief Introduction 
to EMECS Activities」および出席者への配布資料（エ
メックスセンター紹介パンフレット）を用いて、当セン
ターの成り立ちとエメックス会議等の活動について報告
しました。

会議最終日にはスラバヤの公共サービスセンターや
リサイクリングセンター、マングローブ林等を訪れる
フィールドトリップに参加し、スラバヤの環境保全・管
理について知る機会となりました。

MEDCOAST19 会議への参加報告
国際エメックスセンター科学・政策委員　柳　　　哲　雄

2019 年 10 月 22 日から 26 日にかけてトルコ・マルマ
リスにて MEDCOAST 財団主催による MEDCOAST19
会議が「沿岸域、海洋における科学・エンジニアリング・
管理・保全」をテーマに開催され、国際エメックスセン
ターから近畿大学の日高健教授とともに参加しました。

会議初日に開催された「沿岸域統合管理と里海」セッ
ションで、まず私が「里海と沿岸域統合管理」を発表し、
聴衆からは「里海では藻場に対してどのような人手をか
けるのか？」という質問がありました。続いて日高教授
が「里海同志の連携をどう作るか」という話題を提供し、

「イギリスの海岸保全法には漂砂の問題を解決するため
に、海岸同士の対策連携を義務付けたものがあるが、そ
れが参考になるのではないか」というコメントがありま
した。

その後、フランスの社会科学者から「地中海の海洋戦
略大綱指針の制定と実施状況」に関する報告、そして日
本の研究者から「東アジアと地中海の海洋環境保全管理
体制の比較」の発表があり「地中海では各国が従わなけ
ればならない条約があるが、東アジアには勧告しかない」
という指摘がありました。

会議期間中は様々なテーマの分科会やポスターセッ
ション、トルコ文化の紹介等が行われた他、最終日に行
われたマルマリスの東に位置するダルヤンにある原生自
然デルタを訪れるフィールドトリップでは、今まさに埋
め立てられつつある河口域が印象的でした。

海外におけるエメックス活動の報告

事 務 局 か ら の お 知 ら せ

ご賛同いただけるみなさまのご協力、ご参加を心よりお待ちしています。また、みなさまのお近くの方にも是非、本会をご紹介ください。

《年会費》
団 体 会 員　100,000円
NGO 団体　　30,000円
個 人 会 員　　10,000円

《特典》
₁　 当センターが主催または共催するシンポジウムセミナー等に優先的に参加することができます。
₂　当センターが有する最新の情報の提供を受けることができます。
₃　当センターが実施する調査研究プロジェクトの形成などに参加できます。

※入会を希望される方は、国際エメックスセンター事務局までお問い合わせください。

閉鎖性海域に関する研究や活動、会議、図書等の情報提供をお待ちしております。

公益財団法人 国際エメックスセンター
651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通 1 丁目 5 番 2 号　人と防災未来センター 東館 5F
　　　　　　  TEL : 078-252-0234　FAX:078-252-0404
　　　　　　  H P : http://www.emecs.or.jp　　E-mail : secret@emecs.or.jp
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